
食品の安全・安心リスクコミュニケーション（佐世保地区）アンケート結果 
 

アンケート回答者総数 71名 
 
① 本日の「食品の安全・安心」リスクコミ

ュニケーションの内容について、理解でき

ましたか（１つだけ○をつけてください）。 
 
 
 
 
 
 
② 「食品の安全・安心リスクコミュニケーション」で今後取り上げてもらいたいテーマは何ですか。

（選択肢から 3つまで回答。数字は回答総数に対する割合。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（その他の意見） 
・国内の自給率向上について 
・国内の食糧と防衛に関する政策の今後 

 
③ 国内に流通する食品のなかで、安全性が高いと感じているものはどれですか。（複数回答可。数字

は回答総数に対する割合） 
 

４．理解できな

かった

0%

３．あまり理解

できなかった

18%

２．まあまあ理

解できた

61%

１．理解できた

21%

3%

20%

20%

42%

11%

7%

59%

25%

52%

25%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１．環境からの汚染化学物質（鉛、カドミウムなど）

２．残留農薬や抗生物質など

３．食品表示

４．輸入食品

５．トレーサビリティ（生産履歴制度）

６．食中毒

７．食品添加物

８．ＢＳＥや鳥インフルエンザなどの家畜伝染病

９．遺伝子組み替え食品

10．その他

4%

0%

0%

13%

8%

8%

39%

63%

48% 79%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

・国内産農産物

・国内産畜産物

・国内産水産物

国内で製造された加工食品

・輸入農産物

・輸入畜産物

・輸入水産物

輸入加工食品

なし

無回答



④ 食品の安全・安心に関する情報を主にどこから入手しますか。（複数回答可。数字は回答総数に対

する割合。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤ 食品の安全・安心に関して、行政

に今後取り組んでもらいたいことは

何ですか。（複数回答可。数字は回答

総数に対する割合。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（その他の意見） 
・生産農家の拡大と普及について、行政に取り組んでもらいたい。荒地が多いなか、安全で安心で食べ

られる農産物を！！お金をかけ奨励してでもお願いしたい。 
・地域にある小売店の衛生意識の向上 
・財政的な負担はアップしても国内産による自給率を上げること。 
 

6%

10%

23%

39%

23%

21%

59%

58%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１．テレビ・ラジオ

２．新聞・雑誌

３．インターネットのホームページ

４．友人・知人

５．講演会・シンポジウム

６．県の広報誌

７．その他

無回答

4%

4%

11%

18%

23%

38%

30%

24%

23%

35%

30%

27%

31%

55%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１．食品製造業者の監視・指導

２．食品営業者（販売者）の監視・指導

３．生産農家、養殖業者への監視・指導

４．生産・食品関係者の育成指導や衛生管理研修会の開催

５．残留農薬・動物用医薬品等の検査体制の充実

６．県産ブランド食品の普及・啓発や認証制度の充実

７．食品表示に関する研修会

８．消費者と生産者や流通関係者、行政が一体となった意見

交換会の開催や見学の実施

９．生産者、消費者等の食品衛生に対する意識改革

10．食品の安全・安心にかかる県からの情報提供

11．安全・安心に対する県の取り組みの紹介

12．食の安全・安心に関する県民運動の展開

13．その他

無回答



⑥ 食品の安全・安心対策として県民に必要な

ことは何だと思いますか（１つだけ○をつけ

てください）。 
 
 
 
 
＜その他意見＞ 
・日常食生活に結びつけるには少し難しい内容の講演だったように思う。消費者としてどのようなこと

の表示に気をつければよいのかについて詳しく知りたかった。 
 

４．その他

1%

３．行政施策

の把握

4%

無回答

7%

２．研修会、講

習会等への積

極的な参加

11%

１．個人の意

識改革

77%


